












研究目的

　近年,人類の細胞遣伝学的研究が目ざましく進展し,配偶子と初期胚の染色体

異常が,重いときは胎児の発生を阻害して自然流産させ,軽いときは生後にさま

ざまな心身障害を起こしてくることが明らかになってきた。たとえば 2l トリ

ソミーによるダウン症患児は,精神薄弱関係の施設の児童の 8～10%にみられる

が,この事実からだけでも,心身障害の成因のなかでしめる染色体異常の比重は,

きわめて大きいと言わねばならない。換言すれば,もし染色体異常の発生機転

を解明してこれを防止することがでぎれば,心身障害による個人と家庭の精神

的・経済的負担はいうに及ばず,さらに社会保障の負担もかなり大幅に減少さ

せることができる。


